いわ て 未来 づく り 機 構 
令 和 2 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 
日 時 : 令 和 2 年 7 月 10 日 ( 金 ) 


15:30<17:30 
会 場 : アー ト ホ テ ル 盛 岡 3 階 鳳 風 の 間 


1 開会 

2 共同 代表 挨拶 

3 ラウ ンド テー ブル メン バー の 承認 ・ 共 同 代 表 の 互選 

4 講演 

① 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 に つい て 」 
講師 一 般 社団 法人 岩手 県 医師 会 会 小原 紀彰 氏 

② 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 を 踏ま は えた 今後 の 地域 医療 の あり 方 」 
講師 学校 法人 岩手 医科 大 学 理事 長 小川 彰 氏 


5 ディ スカ ッ シ ョ ン 
テー マ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 今後 の 展望 


6 「 い の ちと 健康 を 守り 、 生 活 と な り わ いと 学び を 支え る 岩手 宣言 」 
の 採択 


7 閉会 


出席 者 


【 講 師 】 
一 般 社団 法人 岩手 県 医師 会 会 长 小原 紀彰 氏 
学校 法人 岩手 医科 大 学 理事 长 小川 彰 氏 


【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー】 
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橋本 良隆 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 専務 理事 




















佐々 木 泰司 | 帆 岩 手 銀行 常務 取締 役 総合 企画 部 長 




















藤代 博之 | 岩手 大 学 理事 (総務 ・ 企 画 ・ 評 価 ・ 広 報 担当 ) ノ 副 学 
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いわ て 未来 づく り 機 構 令 和 2 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 講演 
講師 略歴 


一 般 社団 法人 岩手 県 医師 会 会 長 
小原 紀彰 氏 








昭和 18 年 岩手 県 北上 市 和賀 町 生ま れ 。 

岩手 医科 大 学 を 卒業 後 、 勤 務 医 を 経て 、 

昭和 50 年 、 花 巻 市 で 泌尿 問 科 を 開業 。 

花巻 市 医師 会 副 会 長 、 岩 手 県 医師 会 常任 理事 ・ 副 会 長 な ど を 歴任 し 、 
平成 30 年 に 岩手 県 医師 会 会 長 に 就任 。 































































































学校 法人 岩手 医科 大 学 理事 長 
小川 彰 氏 





昭和 24 年 宮城 県 生ま れ 。 

岩手 医科 大 学 を 卒業 後 、 東 北大 学 医学 部 、 国 立 仙 台 病 院 な ど を 経て 、 
成 4 年 、 岩 手 医科 大 学 脳神経 外科 学 講座 教授 。 

手 医科 大 学 医学 部 長 、 周 手 医 科大 学 学長 な ど を 歴任 し 、 

成 24 年 に 岩手 医科 大 学 理 事 長 に 就任 。 
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岩手 県 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 者 が 確認 され な いま ま 、 
を 迎え 和 その 後 も 、 感 染 者 は 確認 され て お り ま せん 。 


この こと は 、 県 民 の 皆様 の 努力 の た ま も の で あり 、 感 謝 を 申し 上 げ ま す 。 


岩手 県 の 感染 リス ク の 低 さ の 背景 に は 、 い わ て の 豊か な 自然 環境 、 広 い 県 土 と 山 
が 多い 地形 、 平 穏 な 日 常 を 守 ろ うと 奮闘 し て きた 歴史 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 経験 で 
より 高まっ た 危機 意識 、 粘 り 強 く 真 面目 な 県 民 性 な ど が あり ます 。 


こう し た いわ て の 良さ を 天 切 に し な が ら 、「 新 し い 生 活 様式 」( a っ て 感染 対策 
を し っ か り 行 うこ と で 、 様 々 な 社会 経済 活動 が 可能 で す 。 そ の 場 に 合っ た 感染 対策 
を みん な で 工夫 し 、 生 活 、 な り わ い 、 学 び の 場 で の 新しい 日 常 を 進め て いき まし ょ 
Se 


感染 対策 の みな ら ず 、 地 域 医療 に 従事 し て いる 医療 関係 者 を は じ め 、 ラ イフ ライ 
ン 、 物 流 、 保 育 や 障がい 者 ・ 高 齢 者 福祉 な ど 、 県 民生 活 に 不可 欠 な サー ビス の 提供 
に 従事 し て いる 皆様 に 、 感 謝 と 思い や り の 気持 ち を 持っ て 応援 し まし ょ う 。 


児童 ・ 生 徒 の 皆さん 、 岩 手 県 内 外 で 学生 生活 を 送っ て いる 皆さん は 、 自 己 実 現に 
向け て 、 厳 し い 時 期 だ か ら こ そ 将 来 の こと を し っ か り と 考え て ほし いと 思い ます 。 


し っ か り 学 び 続 けら れる よう 、 私 た ち は 皆 さん の 未来 を 応援 し て いま す 。 


県 民 み ん な で 、 い わ て の 変わ ら な い 良 さ を さ ら に 磨き 上 げ 、 県 外 の 皆さん と も 共 
有 ほ し な が ら 、 お 互い の 幸福 を 守り 育て 、 豊 か な 生活 、 な り わ い 、 学 び を 実現 し まし 
よる の 
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いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 


(名 称 ) 

第 1 本 組織 は 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 (以下 「 機 構 」 と いう 。) 」 と いう 。 

(目的 ) 

第 2 機構 は 、 岩 手 県 内 で 活動 する 組織 が 智 半 と 行動 力 を 結集 する た め の ネ ットワーク を 構築 し 、 
岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 向け て 県 民 力 を 挙げ オー ル 岩 手 で 取り 組み 、 具 体 的 に 実践 
し て いく こと を 目的 と する 。 

(構成 ) 

第 3 機構 は 、 第 2 の 設置 目的 に 賛同 し 、 事 務 局 に 入会 の 意思 を 表示 し た 岩手 県 内 で 活動 する 組 
織 (以下 「 会 員 」 と いう 。) を も っ て 構成 する 。 

(活動 事項 ) 

第 4 機構 は 、 第 2 の 目的 を 達成 する た め に 次 の 活動 を 行う 。 

(1) 岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 資す る 方 策 の 検討 及び 実践 
(2) (1) に 係る 情報 発信 

(3) 会 員 相互 及び ラウ ンド テー ブル と 会 員 の 意見 交換 及び 情報 共有 
(4) ①⑪ < て (3) を 行う た め の ネ ットワーク づく り 

(5) その 他 、 機 構 の 目的 を 達成 する た め に 必要 な 事項 の 検討 及び 実践 

(ラウ ンド テー ブル ) 

第 5 機構 に ラウ ンド テー ブル を 置く 。 

2 ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 過半 数 の 承認 を 得 て 行 う 。 

3 ラウ ンド テー ブル は 、 共 同 代 表 が 必要 と 認め た と き 開 催す る 。 

4 ラウ ンド テー ブル は 、 岩 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 の た め に 克服 すべ き 重 要 な 課題 に つ 
いて 意見 を 交換 し 、 提 言 を 行う 。 

5 必要 に 応じ 、 学 識 経 験 者 等 に ラウ ンド テー ブル へ の 出席 を 求め る こと が で きる 。 

(共同 代表 ) 

第 6 機構 に 共同 代表 を 若干 名 置く 。 

2 共同 代表 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 中 か ら 互 選 す る 。 
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共同 代表 は 、 そ れ ぞ れ が 機構 を 代表 し 、 機 構 の 業務 を 統括 する 。 
共同 代表 の 任期 は 、2 年 と する 。 た だ し 、 再 任 を 妨げ な い 。 












































会 
総会 の 議長 は 、 共 同 代表 が 務め る 。 
総会 は 、 次 の 事項 を 議決 する 。 
事業 計画 の 決定 及び 変更 
事業 報告 の 承認 
(3) 会 則 の 制定 及び 改正 
(4) その 他 必 要 と 認め られ る 事項 


第 7 総合 は 、 共 同 代表 が 招集 する 。 
2 
3 
















































































第 8 機構 に 、 活 動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 企画 委員 会 を 置く 。 

2 企画 委員 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
3 委員 長 を 置く 。 

4 委員 長 は 、 企 画 委員 の 中 か ら 互 選 す る 。 
5 企 営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(アド バイ ザ リ ー ボ ー ド ) 

第 9 機構 に 、 特 定 の 課題 に 対し 提言 を 行う アド バイ ザ リ ー ボ ー ド を 置く こと が で きる 。 
2 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 決定 する 。 

3 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
4 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(作業 部 会 ) 











































































































































































































第 10 機構 に 、 特 定 の 課題 に 関す る 連携 ・ 協 働 の 方 針 の 策定 、 協 働 事業 の 企画 立案 及び 協 働 事業 
の 実践 並び に 必要 な 調査 研究 等 を 行う た め 、 作 業 部 会 を 置く こと が で きる 。 

2 作業 部 会 の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 決定 する 。 

3 作業 部 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 

4 作業 部 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(会 費 ) 

第 11 機構 の 会 費 は 、 無 料 と する 。 た だ し 、 一 部 事業 の 実施 に 伴い 、 参 加 負 担 金 等 を 徴収 する こ 
と が で きる 。 

(事務 局 ) 











第 12 機構 の 事務 を 処理 する た め 、 事 務 局 を 置く 。 
2 事務 局 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 協力 し て 運営 する 。 
















































































(その 他 ) 

第 13 この 会 則 に 定め る も の の ほか 、 機 構 の 運営 に 関し 、 必 要 な 事項 は 、 共 同 代表 が 別に 定め る 。 
[ 則 "この 会 則 は 、 平 成 20 年 4 月 24 日 か ら 施行 する 。 

則 この 会 則 は 、 平 成 22 年 5 月 25 日 か ら 施 行 す る 。 

則 "この 会 則 は 、 平 成 23 年 7 月 19 日 か ら 施行 する 。 

則 この 会 則 は 、 令 和 元 年 7 月 8 日 か ら 施行 す る 。 



































